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アクセントからみた長唄《英執着獅子》と《越後獅子》
　
　
　

一　

こ
れ
ま
で
の
長
唄
ア
ク
セ
ン
ト
研
究

　

日
本
の
伝
統
的
な
歌
は
、
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
音
の
高
さ
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
う
よ
う
に
歌
わ
れ
て
き
た
。
謡
や

浄
瑠
璃
も
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
っ
た
節
付
け
が
さ
れ
て
き
た
。
ア
ク
セ
ン
ト
は
時
代
に

よ
っ
て
変
化
し
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
節
付
け
は
作
曲
当
時
の
も
の
が

譜
に
残
さ
れ
る
た
め
、
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　

近
世
音
曲
は
、
江
戸
で
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
が
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
聞
か
れ
、
音
曲
の
世
界
で
は
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
が
標
準
ア
ク
セ
ン
ト

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
長
唄
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
譜
が
な
く
、
多
く
の
曲
が

小
十
郎
譜
か
ら
に
な
る
た
め
、
本
格
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。

　

長
唄
の
ア
ク
セ
ン
ト
研
究
に
つ
い
て
は
、
金
田
一
春
彦
「
邦
楽
の
旋
律
と
歌
詞
の

ア
ク
セ
ン
ト
」『
東
亞
音
樂
論
叢
』昭
和
十
八（
一
九
四
三
）年
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
っ

ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
み
た
長
唄
《
英
執
着
獅
子
》
と
《
越
後
獅
子
》

坂
本
清
恵
・
配
川
美
加
・
高
桑
い
づ
み
・
星
野
厚
子

て
よ
い
。

　

金
田
一
氏
に
よ
っ
て
長
唄
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
次
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
　

１
長
唄
は
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
基
準
と
す
る

　
　

２�

長
唄
は
語
句
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
語
句
の
ア
ク
セ
ン
ト
が

変
わ
る
と
旋
律
も
変
わ
る

　
　

３�

長
唄
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
の
頃
、
吉

住
小
三
郎
か
ら
で
あ
る

　

こ
の
他
に
、
浅
川
玉
兎
「
長
唄
の
実
技
と
理
論　

唄
篇
」『
楽
理
と
実
技　

長
唄

の
基
礎
研
究
』（
長
唄
友
の
会
発
行　

昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
）
で
は
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�　

普
通
の
言
語
に
於
て
は
、
関
東
と
関
西
と
で
語
勢
す
な
わ
ち
ア
ク
セ
ン
ト
の

異
る
場
合
が
多
い
が
、
唄
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
節
が
つ
い
て
い
て
、
多
く
の

場
合
は
節
付
そ
の
も
の
が
江
戸
弁
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
つ
て
い
る
か
ら
、
普
通

の
言
語
ほ
ど
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
重
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
江
戸
長
唄
と
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い
う
名
称
の
通
り
、
江
戸
が
本
場
で
あ
る
以
上
、
地
方
の
人
々
も
つ
と
め
て
東

京
弁
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
用
い
る
こ
と
を
心
掛
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
つ
て
ど
ち

ら
に
で
も
唄
え
る
様
な
場
合
に
は
、
勿
論
江
戸
な
ま
り
に
発
音
す
る
し
、
そ
う

で
な
い
場
合
で
も
出
来
る
だ
け
江
戸
弁
の
語
勢
に
聞
え
る
様
に
唄
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
　

�　

一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、「
春
の
色
」「
秋
の
夕
」
等
の
語
に
於
て
、
春
・
秋

は
い
ず
れ
も
関
西
で
は
「
ハ
ル
」「
ア
キ
」
と
い
う
風
に
太
字
の
後
の
文
字
に

ア
ク
セ
ン
ト
が
つ
く
が
、
節
付
に
対
し
て
も
無
理
が
伴
わ
な
い
限
り
は
、
ど
こ

ま
で
も
「
ハ
ル
」
で
あ
り
「
ア
キ
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
ず
れ
も
長
唄
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
長
唄
の
曲
に
よ
っ
て
は
、
上
方
で
作
曲
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
、か
な
ら
ず
し
も
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

金
田
一
氏
が
３
に
掲
げ
て
い
る
が
、
小
三
郎
以
前
の
演
奏
に
は
東
京
以
外
の
ア
ク
セ

ン
ト
も
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

坂
本
清
恵
（
二
〇
一
五
）「
長
唄
の
ア
ク
セ
ン
ト
―
「
鶴
亀
」
を
例
に
―
」『
論
集
』

11
で
は
、
金
田
一
氏
が
２
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
た
、
長
唄
《
鶴
亀
》
に
現
れ
る
「
瑪

瑙
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
検
証
し
、
金
田
一
氏
の
説
が
実
態
と
合
わ
な
い
こ
と

を
指
摘
し
た
。
金
田
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

長
唄
の
旋
律
は
歌
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
あ
る
語
句
の
ア

ク
セ
ン
ト
が
変
化
を
起
す
と
旋
律
も
従
つ
て
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
や
う
で
あ

る
。
先
日
私
の
も
と
に
居
る
も
の
が
、
近
所
の
長
唄
の
師
匠
―
―
杵
屋
六
左
衛

門
氏
の
系
統
と
言
ふ
―
―
の
所
へ
行
つ
て
「
鶴
龜
」
を
習
つ
て
来
た
が
、
聞
い

て
ゐ
る
と
、「
硨
磲
の
ユ
キ
桁
、
瑪
瑠
の
階
」
と
言
ふ
所
を
例
〔
22
〕〔
篇
末
参

照
〕の
や
う
に
歌
つ
て
ゐ
る
。
是
は
小
十
郎
氏
の
譜
に
は
例〔
23
〕〔
篇
末
参
照
〕

の
や
う
に
出
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
「
瑪
瑠
」
な
る
語
は
山
田
美
妙
齋
の

「
日
本
大
辭
書
」
に
は
勿
論
の
こ
と
、
神
保
格
先
生
の
「
ア
ク
セ
ン
ト
辭
典
」

に
も
放
送
局
編
の
「
ア
ク
セ
ン
ト
辭
典
」
に
も
メ
ノ
オ
と
出
て
居
る
く
ら
ゐ
で
、

メ
ノ
オ
と
言
ふ
ア
ク
セ
ン
ト
は
東
京
で
極
く
新
し
い
時
代
に
出
現
し
た
も
の
と

考
へ
ら
れ
る
。
此
の
メ
ノ
オ
ノ
ハ
シ
と
言
ふ
節
は
、
私
の
近
所
の
師
匠
が
発
明

し
た
の
か
、
そ
の
又
師
匠
が
発
明
し
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
兎
に

角
此
の
や
う
な
随
分
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
が
、
既
に
長
唄
の
旋
律
に
変

化
を
及
ぼ
す
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
思
ふ
。（
譜
は
省
略
）

　

し
か
し
、《
鶴
亀
》
の
明
治
、大
正
時
代
の
採
譜
や
音
源
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、明
治
、

大
正
期
に
は
「
メ
ノ
ウ
」
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
唄
わ
れ
て
お
り
、
小
十
郎
譜
も
大
正
十
三
（
一

九
二
四
）
年
で
は
「
７
５
５
」
の
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
で
「
５
７

５
」
Ｌ
Ｈ
Ｌ
と
改
訂
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
唄
う
方
が
伝
統
的
な
唄
い
方

で
、
Ｌ
Ｈ
Ｌ
が
新
し
い
唄
い
方
と
い
え
る
。「
メ
ノ
ウ
」
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
は

室
町
時
代
か
ら
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
が
金
田
一
氏
も
い
う
よ
う
に
Ｌ
Ｈ
Ｌ

か
ら
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
変
化
を
し
て
い
る
。
新
し
い
小
十
郎
譜
に
は
十
七
箇
所
の
相
違
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
改
め
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
小
十
郎
譜
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
長
唄
が
劇
場
音
楽
か
ら
離
れ
、
独
立
し

た
演
奏
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
、
本
居
長
世
や
半
井
桃
水
な
ど
の
助
言
に
よ
っ

て
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
取
り
入
れ
て
唄
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
長
唄
も
古
く
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
唄
わ
れ
て
い
た
曲
が
あ
る
こ
と
に
な

る
。

　

ま
た
、
配
川
美
加
・
坂
本
清
恵
（
二
〇
一
七
）「
長
唄
《
京
鹿
子
娘
道
成
寺
》
に

摂
取
さ
れ
た
謡
―
旋
律
と
ア
ク
セ
ン
ト
―
」『
日
本
女
子
大
学
紀
要�

文
学
部
』
67
で

は
、
長
唄
《
京
鹿
子
娘
道
成
寺
》
の
う
ち
、
能
の
詞
章
を
取
り
入
れ
た
「
中
啓
の
舞
」

と
「
鐘
入
り
」
を
検
討
し
、
長
唄
《
京
鹿
子
娘
道
成
寺
》
が
作
曲
さ
れ
た
頃
に
近
い

享
保
期
の
謡
に
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
強
く
残
っ
て
い
て
、
長
唄
の
「
鐘
入
り
」
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に
は
唄
も
三
味
線
も
上
方
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
、「
中
啓
の
舞
」
で
は
、
唄
も
三
味
線
も
上
方
の
影
響
が
少
な
く
、
曲
節
に

よ
る
違
い
も
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
小
十
郎
譜
の
大
正
八
年
と
大
正
十

三
年
の
比
較
で
、
唄
で
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
わ
せ
た

改
訂
を
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
の
研
究
か
ら
は
、
三
味
線
の
旋
律
に
京
阪

式
ア
ク
セ
ン
ト
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
江
戸
時
代
の
長
唄
の
旋

律
を
残
す
一
節
切
『
糸
竹
五
色
貝
』（
文
政
元
年
板
行
）
に
譜
が
残
る
《
相
生
獅
子
》

と
同
じ
詞
章
を
持
つ
《
英
執
着
獅
子
》
と
、
金
田
一
氏
が
用
例
を
多
く
挙
げ
て
い
る

《
越
後
獅
子
》
に
つ
い
て
そ
の
反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と

と
し
た
。　

　

な
お
、『
糸
竹
五
色
貝
』
に
つ
い
て
は
、
高
桑
い
づ
み
が
、
二
〇
一
七
年
度
日
本

女
子
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
学
術
交
流
企
画
「
長
唄
に
お
け
る
獅
子
物
―
二
つ

の
系
譜
―
」
に
お
い
て
、「
能
楽
系
の
獅
子
―
一
節
切
か
ら
蘇
る
ク
ル
イ
の
古
譜
―
」

で
の
「
能
楽
の
獅
子
と
長
唄
の
ク
ル
イ
」
の
発
表
で
、
文
政
年
間
の
《
相
生
獅
子
》

と
《
英
執
着
獅
子
》
で
共
通
す
る
部
分
の
フ
シ
が
現
行
と
同
じ
で
あ
る
と
明
ら
か
に

し
た
。

　
　
　

二　
《
英
執
着
獅
子
》
の
詞
章
と
音
楽

　
《
英
執
着
獅
子
》
は
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
三
月
よ
り
江
戸
中
村
座
で
上
演

さ
れ
た
『
百
千
鳥
艶
郷
曽
我
』
第
三
番
目
に
初
代
中
村
富
十
郎
（
一
七
一
九
～
八
六
）

が
踊
っ
た
長
唄
で
あ
る
。
作
曲
者
は
、
そ
の
時
の
タ
テ
三
味
線
、
初
世
杵
屋
弥
三
郎

と
考
え
ら
れ
る
。
作
詞
者
は
不
明
だ
が
、
そ
れ
よ
り
前
の
正
徳
・
享
保
期
（
一
七
一

一
～
三
六
）
頃
に
大
坂
で
刊
行
さ
れ
た
詞
章
集
『
古
今
端
哥
大
全
』
所
収
の
《
石
橋
》

や
《
番
獅
子
》
の
詞
章
と
似
て
い
る
。
こ
の
う
ち
《
石
橋
》
は
地
歌
《
石
橋
》
と
し

て
伝
承
さ
れ
、
音
楽
も
よ
く
似
て
い
る
（《
英
執
着
獅
子
》
の
詞
章
の
う
ち
、
□
で

囲
ん
だ
部
分
が
《
石
橋
》
と
共
通
）。

　

こ
の
地
歌
《
石
橋
》
に
つ
い
て
は
、『
歌
系
図
』（
天
明
元
年
［
一
七
八
一
］
刊
）

に
「
芳
沢
金
七
・
若
村
藤
四
郎
両
調
・
瀬
川
路
考
歌
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
歌
《
石

橋
》
は
、
初
代
瀬
川
菊
之
丞
（
路
考
は
俳
名
）
が
作
詞
し
、
芳
沢
金
七
と
若
村
藤
四

郎
が
作
曲
し
て
、
初
代
菊
之
丞
が
上
方
で
踊
っ
た
曲
が
地
歌
に
残
っ
た
も
の
、
と
考

え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
初
代
菊
之
丞
が
上
方
で
こ
の
曲
を
踊
っ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

芳
沢
金
七
は
京
都
の
芝
居
で
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
～
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

頃
に
活
躍
し
た
三
味
線
方
、和
歌
村
藤
四
郎
は
同
じ
京
都
で
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）

～
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
頃
に
活
躍
し
た
唄
方
で
あ
る
こ
と
が
、
前
島
美
保
氏
の

『
十
八
世
紀
上
方
歌
舞
伎
音
楽
の
研
究
―
囃
子
方
を
中
心
に
―
』（
平
成
二
十
三
年
度

東
京
芸
術
大
学
博
士
学
位
論
文
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
初
代
瀬
川
菊

之
丞
（
一
六
九
三
～
一
七
四
九
）
は
上
方
の
役
者
で
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）

冬
初
め
て
江
戸
に
下
り
、元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
冬
に
上
方
に
里
帰
り
し
て
い
る
。

　
『
古
今
端
哥
大
全
』
が
正
徳
・
享
保
期
ま
で
に
大
坂
で
刊
行
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、

地
歌
《
石
橋
》
は
初
代
菊
之
丞
が
最
初
に
江
戸
に
下
る
享
保
十
五
年
冬
よ
り
前
に
上

方
で
踊
っ
た
曲
が
地
歌
に
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
具
体
的
な
上
演
を

確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
な
お
、
初
代
菊
之
丞
は
、
最
初
の
江
戸
滞
在
中
、
享
保
十

九
年
（
一
七
三
四
）
三
月
頃
に
江
戸
中
村
座
で
《
相
生
獅
子
》
を
踊
り
、《
相
生
獅
子
》

に
も
地
歌
《
石
橋
》
や
長
唄
《
英
執
着
獅
子
》
と
共
通
の
詞
章
（《
英
執
着
獅
子
》

の
詞
章
の
う
ち
、
傍
線
・
二
重
傍
線
）
や
音
楽
の
部
分
が
あ
る
。

　

一
方
、『
古
今
端
哥
大
全
』
の
成
立
年
代
に
元
文
期
も
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
地

歌
《
石
橋
》
は
、
初
代
菊
之
丞
が
上
方
に
帰
っ
て
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
三
月
に
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京
都
早
雲
座
で
上
演
さ
れ
た『
妻
夫
獅
子
鵆
総
角
』の
う
ち
、菊
之
丞
が
踊
っ
た「
し
ゝ

の
し
よ
さ
」
の
音
楽
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
の
時
の
詞
章
は
不
明
だ
が
、

金
七
と
藤
四
郎
が
共
に
タ
テ
を
勤
め
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
遅
く
と
も
元
文
四

年
（
一
七
三
九
）
の
顔
見
世
か
ら
な
の
で
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
の
元
文
三
年
三
月
で

あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

初
代
菊
之
丞
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
冬
に
江
戸
に
戻
る
と
、
翌
年
の
寛
保
二

年
四
月
に
市
村
座
で
《
枕
獅
子
》
を
踊
っ
た
。《
枕
獅
子
》
は
本
名
題
を
《
英
は
な
ぶ
さ

獅し

子し
の

乱ら
ん

曲ぎ
ょ
く

》
と
言
い
、
や
は
り
地
歌
《
石
橋
》
や
長
唄
《
英
執
着
獅
子
》
と
共
通
の

詞
章
（《
英
執
着
獅
子
》
の
詞
章
の
う
ち
、
波
線
部
分
・
二
重
傍
線
）
や
音
楽
部
分

が
あ
る
。

　

本
曲
《
英
執
着
獅
子
》
を
初
演
し
た
初
代
中
村
富
十
郎
（
一
七
一
九
～
八
六
）
も

上
方
の
役
者
で
、元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
五
月
大
坂
角
の
芝
居
（
岩
井
半
四
郎
座
）

で
《
冨
貴
草
都
妻
夫
獅
子
》
を
踊
っ
て
い
る
。
そ
の
二
か
月
前
に
菊
之
丞
は
京
都
で

「
し
ゝ
の
し
よ
さ
」
を
踊
っ
て
い
る
の
で
、
富
十
郎
は
当
然
菊
之
丞
の
舞
台
も
観
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
富
十
郎
は
何
回
か
獅
子
物
を
踊
り
、
宝
暦
二
年
（
一
七

五
二
）
に
三
十
四
歳
で
初
め
て
江
戸
に
下
り
宝
暦
四
年
に
本
曲
を
初
演
。
初
演
は
大

当
た
り
で
六
月
ま
で
大
入
り
が
続
い
た
ら
し
い
。

　

な
お
、『
古
今
端
哥
大
全
』
所
収
《
番
獅
子
》
も
本
曲
《
英
執
着
獅
子
》
と
詞
章

が
似
て
い
る
（《
英
執
着
獅
子
》
の
詞
章
の
う
ち
、網
掛
け
部
分
）。『
歌
系
図
』
に
《
番

獅
子
》
の
作
詞
・
作
曲
者
に
つ
い
て
の
記
載
は
無
い
が
、
菊
之
丞
が
元
文
三
年
（
一

七
三
八
）
三
月
京
都
早
雲
座
で
踊
っ
た
「
し
ゝ
の
し
よ
さ
」
の
曲
で
あ
る
可
能
性
が

あ
り
、
富
十
郎
が
同
年
五
月
大
坂
角
の
芝
居
（
岩
井
半
四
郎
座
）
で
踊
っ
た
《
冨
貴

草
都
妻
夫
獅
子
》、
ま
た
は
そ
の
後
も
何
回
か
踊
っ
た
獅
子
物
の
可
能
性
も
あ
り
そ

う
だ
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
順
で
獅
子
物
が
上
演
さ
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

　

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
三
月
頃
江
戸
中
村
座　

菊
之
丞
《
相
生
獅
子
》

　

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
三
月
京
都
早
雲
座　

菊
之
丞
の
「
し
ゝ
の
し
よ
さ
」

（
地
歌
《
石
橋
》）

　

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
五
月
大
坂
角
の
芝
居　

富
十
郎

《
冨
貴
草
都
妻
夫
獅
子
》（《
番
獅
子
》）

　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
四
月
江
戸
市
村
座　

菊
之
丞
《
枕
獅
子
》

　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
二
月
江
戸
中
村
座　

富
十
郎
《
英
執
着
獅
子
》

　

こ
う
し
て
菊
之
丞
の
獅
子
物
が
再
演
ご
と
に
少
し
ず
つ
詞
章
を
変
え
、
後
輩
の
富

十
郎
に
も
受
け
継
が
れ
て
や
は
り
再
演
ご
と
に
少
し
ず
つ
形
を
変
え
た
た
め
、
詞
章

や
音
楽
に
共
通
部
分
を
持
つ
獅
子
物
の
各
曲
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
結
果
と
し
て
《
英
執
着
獅
子
》
は
そ
れ
ら
の
集
大
成
と
な
り
、
今
日
ま
で
名

曲
と
し
て
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

◎
詞
章　

　

※�

傍
線
は
《
相
生
獅
子
》、
波
線
は
《
枕
獅
子
》、
二
重
傍
線
は
《
相
生
獅
子
》《
枕

獅
子
》、
□
は
地
歌
《
石
橋
》、
網
掛
け
は
《
番
獅
子
》
と
の
共
通
部
分
。（　

）

内
は
小
十
郎
譜
の
詞
章
。

　

〽
花
飛
び
蝶
驚
け
ど
も
人
知
ら
ず　

　

〽�
我
も
迷
う
や
様
々
に　

四
季
折
々
の
戯
れ
は　

蝶
よ
胡
蝶
よ
せ
め
て
暫
し
は
手

に
止
ま
れ　

見
返
れ
ば
花
の
小
陰
に
見
え
つ
隠
れ
つ
羽
を
休
め　

姿
優
し
き
夏

木
立

①
〽�

心
尽
し
の
な
こ
の
年
月
を
え　

い
つ
か
思
い
の
晴
る
る
や
と　

心
一
つ
に
あ
き
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アクセントからみた長唄《英執着獅子》と《越後獅子》

ら
め
ん　

よ
し
や
世
の
中

　

〽�
短
夜
の　

夢
は
あ
や
な
し
そ
の
移
り
香
の　

憎
て
手
折
ろ
か
主
な
き
花
を　

何

の
さ
ら
さ
ら
さ
ら
さ
ら
さ
ら
に
恋
は
曲
者

②
〽�

露
東
雲
の
草
葉
に
靡
く　

青
柳
の
い
と
し
お
ら
し
く　

二
つ
の
獅
子
の
身
を
撫

で
て　

頭
を
う
な
だ
れ
耳
を
伏
せ　

花
に
宿
借
る
浮
世
の
嵐　

彼
方
へ
誘
い
此

方
へ
寄
り
つ　

園
の
胡
蝶
に
戯
れ
遊
ぶ　

己
が
友
呼
ぶ
獅
子
の
駒　
　

　
　

楽
の
合
方

　

〽
花
に
移
ろ
う
恋
の
胡
蝶
の
舞
の
袖　

〽
恋
す
ち
ょ
う
比
翼
連
理
の
か
わ
ゆ
ら
し

　

〽�

大
宮
人
の
庭
桜　

檜
扇
翳
す
緋
桜
の　

地
主
の
桜
や
滝
桜　

月
の
影
さ
え
明
石

潟　

人
丸
桜
袖
硯　

筆
の
命
毛
墨
桜　

誰
が
小
桜
や
憎
か
ら
ぬ　

姥
桜
花
桜

　

〽�

名
取
の
里
に
弾
く
三
味
の　

手
鞠
桜
の
は
ず
み
よ
し　

思
い
初
め
た
よ
糸
桜　

君
の
名
の
み
き
く
桜　

二
人
が
恋
の
山
桜　

祈
る
誓
い
も
伊
勢
桜　

色
も
変
わ

ら
ぬ
紫
の　

江
戸
桜
家
桜　

〽
お
も
し
ろ
や　

③
〽�

時
し
も
今
は
牡
丹
の
花
の　

咲
く
（
き
）
や
乱
れ
て　

散
る
は
散
る
は
散
り
く

る
は　

散
る
は
散
る
は
散
り
く
る
は　

ち
り
ち
り

　

〽�

散
り
か
か
る
よ
う
で　

お
い
と
し
う
て
寝
ら
れ
ぬ　

花
見
て
戻
ろ
（
花
見
て
戻

ろ
花
見
て
戻
ろ
）　

花
に
は
憂
さ
を
も
う
ち
忘
れ

　

〽�

人
目
忍
べ
ば
恨
み
は
せ
ま
じ　

た
め
に
沈
み
し
恋
の
淵　

心
が
ら
な
る
身
の
憂

さ
を　

や
ん
れ
そ
れ
は
そ
れ
は
え　

ま
こ
と
憂
や
辛
や

　

〽
朝
な
夕
な
に
映
す
鏡
の
良
い
金
性
と
わ
し
は
水
性
で
お
前
と
深
い

　

〽�

そ
れ
を
疑
う
こ
と
か
い
な　

さ
ら
り
と
柳
に
や
ら
し
ゃ
ん
せ　

柳
に
柳
に
や
ら

し
ゃ
ん
せ　

思
い
ま
わ
せ
ば
昔
な
り

④
〽�

牡
丹
に
戯
れ
獅
子
の
曲　

げ
に
石
橋
の
有
様
は　

笙
歌
の
花
降
り
笙
笛
琴
箜
篌

　

夕
日
の
雲
に
聞
こ
ゆ
べ
き　

目
前
の
奇
特
新
た
な
り

　

〽
暫
く
待
た
せ
た
ま
え
や　

影
向
の
時
節
も
今
幾
程
に
よ
も
過
ぎ
じ

　

〽�

獅
子
団
乱
旋
の
舞
楽
の
み
き
ん　

獅
子
団
乱
旋
の
舞
楽
の
み
き
ん　

牡
丹
の
花

房
匂
い
満
ち
満
ち　

大
金
裏
金
の
獅
子
頭　

打
て
や
囃
せ
や
牡
丹
芳　

牡
丹
芳�

黄
金
の
蘂
現
れ
て　

花
に
戯
れ
枝
に
伏
し
転
び　

げ
に
も
上
な
き
獅
子
王
の
勢

い　

靡
か
ぬ
草
木
も
な
き
時
な
れ
や　

万
歳
千
秋
と
舞
い
お
さ
め　

万
歳
千
秋

と
舞
い
お
さ
め　

獅
子
の
座
に
こ
そ
直
り
け
れ

　
　
　

三　
《
英
執
着
獅
子
》
の
ア
ク
セ
ン
ト

　
《
英
執
着
獅
子
》
の
旋
律
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、《
英

執
着
獅
子
》
の
小
十
郎
譜
は
、
大
正
十
三
年
七
月
刊
行
の
も
の
を
使
用
し
た
。

　

ま
た
、
比
較
音
源
に
は
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。
旋
律
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係

の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
高
桑
い
づ
み
、
星
野
厚
子
に
採
譜
、
訳
譜
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。

・『
糸
竹
五
色
貝
』「
稀
曲
譜
」
高
桑
い
づ
み
訳
譜

・�

唄
＝
杵
屋
東
十
郎
、
三
味
線
＝
杵
屋
勝
造
、
杵
屋
勝
六
、
笛
＝
梅
屋
竹
次
、
小
鼓

＝
梅
屋
勝
吉
、
大
鼓
＝
福
原
鶴
四
郎
、
太
鼓
＝
望
月
太
津
次
郎　

※
タ
イ
ヘ
イ　

昭
和
二
十
六
か
ら
二
十
八
年
頃

　
《
英
執
着
獅
子
》
に
お
い
て
は
芝
居
音
楽
が
残
っ
た
地
歌
《
石
橋
》
を
取
り
入
れ

た
詞
章
の
旋
律
と
ア
ク
セ
ン
ト
の
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
該
当
の
四
箇
所

に
つ
い
て
の
詞
章
と
旋
律
、
ア
ク
セ
ン
ト
一
覧
を
稿
末
の
表
に
示
し
た
。
表
の
網
掛

け
し
た
部
分
が
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。

　

小
十
郎
譜
を
例
に
挙
げ
る
が
、
右
側
が
唄
、
左
側
が
三
味
線
の
旋
律
で
あ
る
。

①　
「
心
尽
し
の
な
～
世
の
中
」《
相
生
獅
子
》《
番
獅
子
》
地
歌
《
石
橋
》

　

地
歌
を
取
り
込
ん
だ
詞
章
で
、《
相
生
獅
子
》《
番
獅
子
》（
〽
あ
き
ら
め
ん
」
ま
で
）
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と
も
共
通
す
る
部
分
で
あ
る
。
稿
末
の
表
に
ま
と
め
た
と
お
り
、
小
十
郎
三
味
線
譜

が
最
も
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
旋
律
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
も
東
京

ア
ク
セ
ン
ト
に
近
い
も
の
が
小
十
郎
唄
譜
と
す
る
と
、
徐
々
に
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
を
受
け
て
唄
い
方
が
変
わ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

小
十
郎
譜

　
「
年
月
」
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
が
、『
糸
竹
五
色
貝
』、
小
十

郎
三
味
線
譜
、
長
唄
稀
曲
譜
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
、
小
十
郎
唄
譜
が
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
Ｌ

Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
し
て
い
る
。

　

小
十
郎
譜

　
「
い
つ
か
思
い
の
」
は
小
十
郎
三
味
線
譜
と
長
唄
稀
曲
譜
が
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
、

京
阪
式
で
実
現
し
て
い
る
。
小
十
郎
唄
譜
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

で
あ
る
。

　

小
十
郎
譜

　
「
心
ひ
と
つ
に
」
は
、
小
十
郎
三
味
線
譜
、
長
唄
稀
曲
譜
が
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
り
、『
糸
竹
五
色
貝
』
も
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
と
「
ひ
と
つ
」

が
Ｌ
Ｈ
Ｌ
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て

小
十
郎
唄
譜
は
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

②　
「
露
東
雲
の
～
獅
子
の
駒
」
地
歌
《
石
橋
》

　

こ
こ
も
地
歌
を
取
り
込
ん
だ
部
分
で
あ
る
。
小
十
郎
三
味
線
譜
に
は
京
阪
式
ア
ク

セ
ン
ト
の
高
低
と
一
致
す
る
旋
律
が
多
い
が
、
唄
に
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

　

小
十
郎
譜

　
「
耳
を
伏
せ
」
は
小
十
郎
三
味
線
譜
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
と
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
小
十
郎
唄
譜
は
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
、
東
十
郎
も
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
「
耳
を
」

は
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　

小
十
郎
譜

　
「
花
に
宿
借
る
」
は
、
小
十
郎
三
味
線
譜
が
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
京
阪
式
を
反
映

す
る
。
東
十
郎
の
唄
は
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
、「
花
に
」
は
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
だ
が
、

他
は
京
阪
式
で
あ
る
。
小
十
郎
唄
譜
は
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
、第
一
類
動
詞
「
借
る
」

Ｈ
Ｌ
が
、
東
京
で
は
一
段
活
用
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
京
阪
式
ア
ク
セ

ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

③　
「
時
し
も
～
う
ち
忘
れ
」《
枕
獅
子
》《
番
獅
子
》
地
歌
《
石
橋
》　

　

地
歌
の
詞
章
で
あ
り
、
か
つ
《
枕
獅
子
》《
番
獅
子
》
の
詞
章
と
重
な
る
部
分
で

あ
る
。

　

小
十
郎
譜
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「
牡
丹
の
花
の
」
は
小
十
郎
三
味
線
譜
が
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
京
阪
式
ア
ク
セ
ン

ト
、
小
十
郎
唄
譜
が
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
「
花
」
が
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　

小
十
郎
譜

　
「
花
見
て
戻
ろ
」
は
小
十
郎
三
味
線
譜
が
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
「
花
見
て
」
は
京

阪
式
、
小
十
郎
唄
譜
は
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　

三
味
線
も
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
が
少
々
入
る
が
、
唄
ほ
ど
は
で
な
い
。

④　
「
牡
丹
に
戯
れ
～
新
た
な
り
」《
相
生
獅
子
》《
枕
獅
子
》
地
歌
《
石
橋
》

　

こ
こ
も
地
歌
を
取
り
入
れ
《
相
生
獅
子
》《
枕
獅
子
》
と
詞
章
が
共
通
す
る
箇
所

で
あ
る
。

　

小
十
郎
譜

　
「
有
様
は
」
は
小
十
郎
三
味
線
譜
、
稀
曲
譜
、『
糸
竹
五
色
貝
』
と
も
に
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

で
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
、
小
十
郎
唄
譜
の
み
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

で
あ
る
。　

小
十
郎
譜

　
「
花
降
り
」
は
、
小
十
郎
三
味
線
譜
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
、『
糸
竹
五
色
貝
』
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
京

阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。
小
十
郎
唄
譜
は
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
東
京
ア
ク
セ
ン

ト
で
あ
る
。

　

以
上
、
地
歌
を
取
り
込
ん
で
い
る
詞
章
部
分
の
旋
律
を
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
か

ら
検
討
を
行
っ
た
が
、
作
曲
時
に
三
味
線
の
旋
律
に
合
わ
せ
て
唄
っ
た
と
す
れ
ば
、

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
詞
章
も
作
曲
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
一
節
切
の
旋
律

を
示
し
た
『
糸
竹
五
色
貝
』
も
京
阪
式
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対

し
て
小
十
郎
唄
譜
は
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
変
更
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で

あ
ろ
う
。　

　
　
　

四　
《
越
後
獅
子
》
の
詞
章
と
音
楽

　
《
越
後
獅
子
》
は
、文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
三
月
十
五
日
よ
り
江
戸
中
村
座
『
年
々

歳
々
沙
石
川
』
第
二
番
目
大
切
に
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
が
踊
っ
た
七
変
化
《
遅
桜

手
爾
葉
七
字
》
の
第
四
曲
と
し
て
初
演
さ
れ
た
。　

　

作
曲
者
は
そ
の
時
の
タ
テ
三
味
線
、
九
世
杵
屋
六
左
衛
門
と
考
え
ら
れ
る
。

　

作
詞
者
は
、
狂
言
作
者
「
篠
田
金
次
」（
浅
川
玉
兎
『
長
唄
名
曲
要
説
』
一
九
五

六
年
、
私
家
版
）、
狂
言
作
者
「
松
井
幸
三
」（
平
凡
社
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
一
九

八
九
年
、
平
凡
社
）、
タ
テ
三
味
線
「
九
世
杵
屋
六
左
衛
門
」（
古
井
戸
秀
夫
『
舞
踊

手
帖
』
二
〇
〇
〇
年
、
新
書
館
）
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
「
篠
田
金
次
」
は
、『
歌
舞
伎
新
報
』
五
二
八
号
（
明
治
十
八
年
［
一

八
八
五
］
四
月
）
所
収
「
俳
優
叢
談　

〇
中
村
歌
右
衛
門
の
伝
（
前
号
の
続
）」
で

作
詞
者
を
「
並
木
五
瓶
」
と
し
て
い
る
の
が
根
拠
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

五
瓶
は
二
世
並
木
五
瓶
の
こ
と
で
、
本
曲
成
立
時
は
「
篠
田
金
次
」
で
あ
っ
た
。
ま

た
、「
松
井
幸
三
」
は
長
唄
正
本
の
表
紙
に
「
狂
言
作
者　

奈
河
篤
助　

松
井
幸
三
」

と
し
て
出
て
い
る
の
が
根
拠
だ
ろ
う
。
歌
舞
伎
に
お
け
る
長
唄
の
作
詞
は
狂
言
作
者
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が
行
っ
た
、
と
す
る
の
が
現
在
も
一
般
的
な
考
え
方
だ
。
た
だ
、
正
本
に
は
二
名
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
「
松
井
幸
三
」
に
限
定
さ
れ
る
の
か
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
。

　

一
方
、「
杵
屋
六
左
衛
門
」
と
す
る
の
は
、《
遅
桜
手
爾
葉
七
字
》
初
版
正
本
の
う

ち
、
上
の
一
曲
目
《
傾
城
》
と
下
の
一
曲
目
《
橋
弁
慶
》
の
内
題
下
に
「
杵
屋
六
左

衛
門
述
」と
あ
る
の
が
根
拠
で
あ
ろ
う
。「
述
」は
作
詞
者
の
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
。

《
越
後
獅
子
》
は
上
の
四
曲
目
な
の
で
内
題
下
に
「
杵
屋
六
左
衛
門
述
」
と
は
書
か

れ
て
い
な
い
が
、
一
曲
目
《
傾
城
》
の
述
の
記
載
が
こ
こ
に
も
引
き
継
が
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
長
唄
の
作
詞
を
タ
テ
三
味
線
も
行
っ
て
い
た

こ
と
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
成
立
し
た
『
三
座
例
遺
誌
』
に
も
「
浄
留
理

の
文
句
独
吟
の
め
り
安
ハ
狂
言
作
者
よ
り
作
り
て
渡
す
。
長
う
た
所
作
の
文
句
ハ
囃

子
町
の
立
三
味
線
こ
れ
を
作
る
事
也
。
然
れ
と
も
狂
言
に
か
ゝ
ハ
り
た
る
所
作
又
拍

子
舞
等
ハ
作
者
是
を
つ
く
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
正
本
に
狂
言
作
者
の
名
が
出
て

い
る
の
は
、
変
化
舞
踊
に
も
台
本
が
あ
り
、
台
本
を
書
い
た
の
が
狂
言
作
者
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
作
品
全
体
の
趣
向
は
狂
言
作
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
《
遅
桜
手
爾
葉
七
字
》
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
前
出
「
俳
優
叢
談　

〇
中
村
歌
右

衛
門
の
伝
（
前
号
の
続
）」
に
詳
し
い
記
載
が
あ
る
。
筆
者
は
中
村
秀
鶴
（
三
代
目

中
村
仲
蔵
［
一
八
〇
九
～
八
六
］）
の
俳
名
）。
た
だ
し
、《
遅
桜
手
爾
葉
七
字
》
が

初
演
さ
れ
た
文
化
八
年
、
筆
者
は
数
え
年
三
歳
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
記
事
の

内
容
は
伝
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
記
事
を
書
い
た
の
は
筆
者
が
数

え
年
七
十
六
歳
の
時
で
、
郡
司
正
勝
が
『
手
前
味
噌
』（
青
蛙
房
、
一
九
六
九
年
）

の
解
説
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
聞
き
伝
え
の
誤
り
」「
記
憶
の
誤
り
」
が
あ
る
た

め
、
全
面
的
に
信
頼
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
記
述
を
基
に
、
現
存
資
料
と
照
合
し
た
上
で
訂
正
を
加
え
て
ま
と

め
る
と
成
立
状
況
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
三
月
、
江
戸
市
村
座
で
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
が
七
変

化
《
七
枚
続
花
の
姿
絵
》
を
踊
っ
て
大
入
り
を
取
る
と
、
歌
右
衛
門
も
七
変
化
を
踊

り
た
い
と
強
く
希
望
し
、
初
日
か
ら
五
日
経
っ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
狂
言
作
者
が

段
取
り
を
つ
け
、七
変
化
《
傾
城
》《
座
頭
》《
業
平
》《
越
後
獅
子
》《
橋
弁
慶
》《
相

模
蜑
》《
朱
鐘
馗
》
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、《
傾
城
》《
座
頭
》
は
「
有

も
の
」
で
残
り
の
曲
を
一
夜
で
作
詞
す
る
と
、
立
三
味
線
が
一
夜
で
作
曲
し
、
次
の

一
夜
で
振
を
つ
け
て
翌
日
に
は
初
日
を
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
準
備
期
間
が
短
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
に
評
判
が
良
く
大
成
功
を
収
め
た
。

　

実
は
、
三
代
目
三
津
五
郎
の
《
七
枚
続
花
の
姿
絵
》
で
も
、
七
曲
の
う
ち
《
源
太
》

と
《
猿
廻
し
》
は
三
津
五
郎
が
文
化
五
年
十
一
月
森
田
座
で
踊
っ
た
七
変
化
《
倭
仮

名
色
七
文
字
》
の
う
ち
同
名
曲
を
二
曲
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
歌
右
衛

門
は
こ
の
時
が
初
め
て
の
変
化
舞
踊
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
使
え
る
曲
が
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
か
、《
傾
城
》
や
《
座
頭
》
は
「
有
も
の
」
と
言
っ
て
も
先
行
曲
そ

の
ま
ま
で
は
な
く
、
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
（『
邦
楽
の
友
』
令
和
元
年
九
月
号
に

詳
細
あ
り
）。
こ
の
ほ
か
《
業
平
》《
越
後
獅
子
》《
橋
弁
慶
》《
相
模
蜑
》
も
先
行
曲

の
ア
レ
ン
ジ
に
な
っ
て
い
て
、急
ご
し
ら
え
だ
っ
た
こ
と
は
十
分
う
か
が
え
る
（『
邦

楽
の
友
』
令
和
元
年
十
月
号
・
十
一
月
号
に
詳
細
あ
り
）。

　

た
だ
、
他
の
曲
が
先
行
曲
を
部
分
的
に
丸
ど
り
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、《
越

後
獅
子
》
は
も
う
少
し
複
雑
な
取
り
入
れ
方
に
な
っ
て
い
る
。
名
曲
と
し
て
演
奏
さ

れ
て
き
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
引
用
の
巧
み
さ
も
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

そ
こ
で
、《
越
後
獅
子
》
に
お
け
る
先
行
曲
の
引
用
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、

次
の
詞
章
の
よ
う
に
な
る
。
傍
線
は
、地
歌
《
越
後
獅
子
》（
寛
政
元
年
［
一
七
八
九
］

『
古
今
集
成
琴
曲
新
歌
袋
』
に
初
出
）
の
詞
章
と
共
通
す
る
部
分
。
太
字
は
音
楽
で
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も
共
通
す
る
部
分
。
波
線
は
地
歌
《
さ
ら
し
》（
宝
暦
元
年
［
一
七
五
一
］『
糸
の
し

ら
べ
』
に
初
出
）
の
詞
章
と
共
通
す
る
部
分
。
こ
の
ほ
か
、
冒
頭
の
前
弾
と
〽
打
つ

や
太
鼓
～
石
橋
の
」
は
富
本
《
鞍
馬
獅
子
》
で
お
厩
の
喜
三
太
の
登
場
に
使
う
〽
諸

国
巡
り
に
」
の
前
の
合
の
手
か
ら
〽
襟
に
か
け
た
る
」
ま
で
の
旋
律
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
詞
章

三
下
り

〽�

打
つ
や
太
鼓
の
音
も
澄
み
渡
り　

か
く
べ
〳
〵
と
招
か
れ
て　

居
な
が
ら
見
す
る

石
橋
の　

浮
世
を
渡
る
風
雅
者　

歌
う
も
舞
う
も
囃
す
の
も　

一
人
旅
寝
の
草
枕�

お
ら
が
女
房
を
誉
め
る
じ
ゃ
な
い
が　

飯ま
ま

も
焚
い
た
り
水
仕
事　

麻
よ
る
た
び
の

楽
し
み
を　

一
人
笑え
み

し
て
来
り
け
る

〽�

越
路
が
た
　
お
国
名
物
は
さ
ま
ざ
ま
有
れ
ど
　
い
な
か
訛
の
片
言
交
り
　
し
ら
う

さ
に
な
る
言
の
葉
を　

雁
の
便
り
に
届
け
て
ほ
し
や　

小
千
谷
縮
の
ど
こ
や
ら
が 

見
え
す
く
国
の
な
ら
い
に
や　

縁
を
結
べ
ば
兄
や
さ
ん　

兄
じ
ゃ
な
い
も
の
夫つ
ま

じ
ゃ
物　

〽�

来
る
か
来
る
か
と
浜
へ
出
て
み
れ
ば　

ノ
ウ
ほ
い
の　

浜
の
松
風
音
や
ま
さ
る
さ�

や
っ
と
か
け
の
ほ
い
ま
っ
か
と
な　

〽�

好
い
た
水
仙
好
か
れ
た
柳
の　

ほ
い
の　

心
せ
き
ち
く
気
は
や
も
み
ぢ
サ　

や
っ

と
か
け
の
ほ
い
ま
っ
か
と
な　

〽
し
ん
く
甚
句
も
お
け
さ
節　

〽�

何
た
ら
愚
痴
だ
え　

牡
丹
は
持
た
ね
ど
越
後
の
獅
子
は　

己
が
姿
を
花
と
見
て　

庭
に
咲
い
た
り
咲
か
せ
た
り　

そ
こ
の
お
け
さ
に
異
な
事
言
わ
れ　

ね
ま
り
ね
ま

ら
ず
待
ち
明
か
す　

ご
ざ
れ
話
し
ま
し
ょ
う
ぞ
こ
ん
小
松
の
陰
で　

松
の
葉
の
よ

に
こ
ん
こ
ま
や
か
に　

〳
　〵

弾
い
て
唄
う
や
獅
子
の
曲

〽�

む
か
い
小
山
の
糸
竹
竹
　
い
た
ぶ
し
揃
え
て
き
り
を
こ
ま
か
に
十
七
が
　
室
の
小

口
に
昼
寝
し
て
　
花
の
盛
る
を
夢
に
見
て
候

　

見
渡
せ
ば
見
渡
せ
ば　

西
も
東
も
花
の
顔　

い
づ
れ
賑
う
人
の
山
人
の
山　

〽
打
寄
す
る
打
寄
す
る　

女
浪
男
浪
の
絶
間
な
く　

逆
巻
く
水
の
面
白
や
面
白
や　

〽�

さ
ら
す
細
布
手
に
く
る
く
る
と　

さ
ら
す
細
布
手
に
く
る
く
る
と　

い
ざ
や
帰
ら

ん
お
の
が
住
家
へ

　
　
　

五　
《
越
後
獅
子
》
の
ア
ク
セ
ン
ト

　

こ
こ
で
は
、
以
下
の
八
種
類
の
音
源
を
使
っ
て
比
較
を
試
み
た
。

Ａ　

�

唄
＝
六
世
芳
村
伊
十
郎
（
一
八
五
八
～
一
九
三
五
）、
三
味
線
＝
杵
屋
勝
吉
・

三
世
杵
屋
栄
蔵（
一
八
九
〇
～
一
九
六
七
）、囃
子
＝
初
世
か
二
世
望
月
太
喜
蔵
・

三
世
福
原
鶴
三
郎
（
一
八
七
三
～
一
九
三
九
）　

※
ラ
イ
ロ
ホ
ン
、
明
治
四
十
二
年
六
月
録
音

Ｂ　

�

唄
＝
五
世
富
士
田
音
蔵
（
一
八
七
四
～
一
九
二
八
）、
三
味
線
＝
四
世
杵
屋
佐

吉
（
一
八
八
四
～
一
九
四
五
）　
　

※
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
、
明
治
四
十
四
年
六
月

Ｃ　

�

唄
＝
八
世
岡
安
南
甫
（
一
八
七
四
～
一
九
一
五
）、
三
味
線
＝
十
三
世
杵
屋
六

左
衛
門
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
〇
）・
五
世
杵
屋
勘
五
郎
（
一
八
七
五
～
一
九

一
七
）、
笛
＝
初
世
か
二
世
望
月
太
喜
蔵
、
小
鼓
＝
七
世
望
月
太
左
衛
門
（
一

八
六
二
～
一
九
三
八
）、
大
鼓
＝
二
世
望
月
長
左
久
（
後
、
八
世
太
左
衛
門
、

一
八
九
一
～
一
九
二
六
）、
太
鼓
＝
十
世
田
中
伝
左
衛
門
（
一
八
八
〇
～
一
九

五
五
）　
　
　
　
　
　

※
フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ
社
、
明
治
四
十
四
年
十
月
頃
制
作

Ｄ　

�
唄
＝
四
世
吉
住
小
三
郎
（
後
、
吉
住
慈
恭
、
一
八
七
六
～
一
九
七
二
）、
三
味

線
＝
三
世
杵
屋
六
四
郎
（
後
、
稀
音
家
浄
観
、
一
八
七
四
～
一
九
五
六
）、
杵

屋
六
次
（
後
、
山
田
抄
太
郎
、
一
八
九
九
～
一
九
七
〇
）

※
ニ
ッ
ト
ー
、
大
正
十
四
年
十
月
十
九
日
吹
込
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Ｅ　
�

唄
＝
四
世
松
永
和
風
（
一
八
七
四
～
一
九
六
二
）、
三
味
線
＝
初
世
杵
屋
五
三

郎
（
一
八
八
九
～
一
九
三
九
）・
杵
屋
勝
丸
（
一
八
九
八
～
一
九
三
二
）、
囃
子

＝
三
世
梅
屋
勘
兵
衛
（
一
八
八
二
～
一
九
四
六
）
社
中

※
ビ
ク
タ
ー
、
昭
和
七
年
一
月
発
売

Ｆ　

�

唄
＝
三
世
松
島
庄
三
郎
（
？
～
一
九
四
六
）、
三
味
線
＝
初
世
杵
屋
勝
松
（
一

九
〇
一
～
一
九
三
九
）・
六
世
杵
屋
巳
太
郎
（
一
九
一
三
～
一
九
五
四
）、
笛
＝

堅
田
喜
三
次
郎
、
小
鼓
＝
堅
田
栄
之
助
、
大
鼓
＝
二
世
望
月
太
意
次
郎
（
後
、

四
世
藤
舎
呂
船
、
一
九
〇
九
～
一
九
七
七
）、
太
鼓
＝
望
月
太
津
雄

※
リ
ー
ガ
ル
、
昭
和
九
年
一
月
か
二
月
に
発
売
か

Ｇ　

�

唄
＝
九
世
芳
村
伊
四
郎
（
後
、
七
世
芳
村
伊
十
郎
、
一
九
〇
一
～
一
九
七
三
）、

三
味
線
＝
三
世
杵
屋
栄
蔵
（
一
八
九
〇
～
一
九
六
七
）・
杵
屋
栄
次
郎
、
囃
子

＝
八
世
田
中
佐
太
郎
（
後
、
十
一
世
田
中
伝
左
衛
門
、
一
九
〇
七
～
一
九
九
七
）

社
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
キ
ン
グ
、
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
三
日
録
音

Ｈ　

�

唄
＝
十
四
世
杵
屋
六
左
衛
門
（
一
九
〇
〇
～
一
九
八
一
）・
杵
屋
喜
三
郎
・
杵

屋
六
七
郎　

三
味
線
＝
杵
屋
勘
五
郎
・
杵
屋
六
郎
助
・
杵
屋
六
蔵　

鳴
物
＝
望

月
太
左
衛
門
社
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
ビ
ク
タ
ー
、
平
成
九
年
四
月
発
売

　
《
越
後
獅
子
》
に
つ
い
て
は
、　

金
田
一
（
一
九
四
三
）
で
は
、

　
　

�

歌
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
ボ
タ
ン
ワ
モ
タ
ネ
ド
エ
チ
ゴ
ノ
シ
シ
ワ
・
オ
ノ
ガ
ス
ガ

タ
オ
ハ
ナ
ト
ミ
テ
で
あ
る
。
譜
と
比
較
す
れ
ば
高
起
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
つ

ボ
タ
ン
ワ
・
シ
シ
ワ
・
ス
ガ
タ
オ
・
ミ
テ
に
は
何
れ
も
高
く
初
ま
る
旋
律
が
配

さ
れ
、
低
起
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
つ
モ
タ
ネ
ド
・
エ
チ
ゴ
ノ
・
オ
ノ
ガ
・
ハ
ナ

ト
に
は
何
れ
も
低
く
初
ま
る
旋
律
が
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
て
此
の
曲
の
「
弾

い
て
歌
ふ
や
獅
子
の
曲
」
ま
で
の
二
十
三
句
の
中
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
逆
つ
て
旋

律
が
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
が
一
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。

と
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
一
致
を
強
調
す
る
。
ど
の
よ
う
に
二
十
三
句
を
数
え
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
唄
に
つ
い
て
は
、
京
阪
式
ア

ク
セ
ン
ト
の
反
映
を
み
る
こ
と
が
ほ
ぼ
な
く
、
強
い
て
み
れ
ば
「
ね
ま
り
」
を
Ｈ
Ｈ

Ｌ
と
す
る
唄
い
方
、「
咲
い
た
り
」「
お
け
さ
に
」「
言
わ
れ
」
が
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

で
は
な
い
。

　

小
十
郎
譜

　

こ
の
部
分
確
か
に
小
十
郎
唄
譜
は
、
金
田
一
氏
の
指
摘
ど
お
り
「
牡
丹
は
持
た
ね

明治 37 年　北村季晴氏採譜

昭和 18 年　金田一春彦氏採譜
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アクセントからみた長唄《英執着獅子》と《越後獅子》

ど
」
が
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。
右
の
囲
み
の
上
部
の
五
線
譜
は
明
治
三
十
七

年
の
北
村
季
晴
氏
採
譜
の
唄
と
三
味
線
の
譜
で
あ
る
が
、
演
奏
者
は
不
明
で
あ
る
。

唄
は
下
の
金
田
一
春
彦
氏
採
譜
の
小
十
郎
譜
同
様
に
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
東
京
ア

ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
味
線
譜
は
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。
こ
の
三

味
線
の
旋
律
で
唄
う
の
が
Ｅ
四
世
松
永
和
風
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
稿

末
の
表
《
越
後
獅
子
》
に
一
覧
で
示
し
た
と
お
り
、
四
世
松
永
和
風
を
除
け
ば
、
唄

の
ア
ク
セ
ン
ト
に
揺
れ
が
な
い
。
金
田
一
氏
指
摘
の
次
の
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
外
れ

る
例
と
同
様
に
な
ろ
う
。

　

金
田
一
氏
は
次
の
よ
う
に
旋
律
が
演
奏
者
に
よ
っ
て
相
違
す
る
こ
と
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

　
　

�

も
一
つ
長
唄
に
就
て
注
意
す
べ
き
は
、
歌
ふ
人
に
よ
つ
て
語
句
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
近
い
節
で
歌
ふ
人
と
、
さ
う
で
な
い
節
で
歌
ふ
人
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
へ
ば
吉
住
小
三
郎
氏
の
長
唄
と
、
松
永
和
風
氏
の
長
唄
と
を
比
べ
る
と
和
風

氏
の
歌
ひ
方
は
、あ
ま
り
ア
ク
セ
ン
ト
に
拘
泥
し
な
い
歌
ひ
方
の
や
う
で
あ
る
。

例
へ
ば
両
氏
が
歌
ふ
「
越
後
獅
子
」
の
最
初
の
一
句
を
採
譜
す
れ
ば
、
例

〔
24
〕〔
25
〕〔
篇
末
参
照
〕
の
や
う
で
あ
る
。
例
〔
24
〕
が
小
三
郎
氏
の
節
（
コ

ロ
ン
ビ
ヤ
レ
コ
ー
ド
四
五
〇
〇
Ａ
）、
例
〔
25
〕
が
和
風
氏
の
節
（
ビ
ク
タ
ー

レ
コ
ー
ド
一
三
一
六
六
Ａ
）、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
は
ウ
ツ
ヤ
タ
イ
コ
ノ
で
あ
る
。

　

小
十
郎
譜

「
打
つ
や
」
に
つ
い
て
は
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
が
Ｈ
Ｌ
Ｌ
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
が

Ｌ
Ｈ
Ｈ
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
唄
と
し
て
は
、
Ａ
六
世
芳
村
伊
十
郎
、
Ｅ
四
世
松

永
和
風
が
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
、
Ｄ
四
世
小
三
郎
、
Ｆ
三
世
庄
三
郎
が
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
東

京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
三
味
線
も
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
と
同

じ
旋
律
で
あ
る
。

《
越
後
獅
子
》
は
《
英
執
着
獅
子
》
に
比
べ
る
と
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
唄
わ
れ
て

き
た
と
は
言
い
に
く
い
。
詞
章
に
も
方
言
が
出
て
く
る
の
で
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

で
唄
う
こ
と
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
小
十
郎
譜
以
前
に
は
東
京

ア
ク
セ
ン
ト
で
な
い
唄
い
方
も
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
〽
来
る
か
来
る
か
～
お
け
さ
節
」
は
浜
辺
の
情
景
を
唄
っ
た
「
浜
唄
」
と

呼
ば
れ
る
部
分
で
、
一
曲
の
聞
か
せ
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。
三
味
線
が
「
ト
ー
ン
テ
チ

ン
」
と
い
う
波
を
表
す
旋
律
を
繰
り
返
す
部
分
が
多
く
、
三
味
線
に
も
唄
に
も
ア
ク

セ
ン
ト
は
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
も
演
奏
者
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら

三味線 A 六世伊十郎

D 四世小三郎

F 三世庄三郎E 四世和風

C 八世南甫　
G 九世伊四郎
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れ
る
。
特
に
、「
ト
ー
ン
テ
チ
ン
」
を
繰
り
返
し
て
そ
こ
に
〽
来
る
か
来
る
か
と
浜

へ
出
て
」
を
唄
い
込
む
時
、
表
間
で
出
る
や
り
方
と
裏
間
で
出
る
や
り
方
の
大
き
く

二
種
類
の
唄
い
方
が
あ
る
。
表
間
で
唄
う
場
合
は
、「
ト
ー
ン
テ
チ
ン
」
の
「
ト
ー
ン
」

を
聞
い
て
か
ら
唄
い
出
し
、
裏
間
の
場
合
は
、「
ト
ー
ン
テ
チ
ン
」
の
「
チ
ン
」
を

聞
い
て
か
ら
唄
い
出
す
。
Ｃ
の
南
甫
や
Ｅ
の
和
風
、
Ｆ
三
世
庄
三
郎
、
Ｇ
九
世
伊
四

郎
な
ど
は
表
間
で
唄
っ
て
お
り
、
小
三
郎
も
明
治
四
十
三
年
に
ラ
イ
ロ
ホ
ン
が
発
売

し
た
レ
コ
ー
ド
で
は
表
間
で
歌
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
歌
い
方
が
従
来
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｄ
で
は
裏
で
歌
い
、
小
十
郎
譜
も
裏
間
で
記
す
よ
う
に
、
研
精

会
関
係
の
演
奏
家
の
間
で
は
裏
間
で
歌
う
の
が
一
般
的
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
小
三
郎

が
裏
間
で
歌
っ
た
の
は
フ
シ
を
た
っ
ぷ
り
付
け
た
い
と
い
う
理
由
が
大
き
い
よ
う

で
、
表
間
で
歌
う
他
の
演
奏
家
よ
り
「
来
る
か
」
の
「
る
」
や
「
か
」
を
長
く
装
飾

音
も
豊
か
に
つ
け
て
歌
っ
て
い
る
。
歌
い
出
し
の
間
を
変
え
た
の
は
節
の
た
め
で
、

ア
ク
セ
ン
ト
を
意
識
し
て
歌
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、「
来
る
」
を
Ｌ

Ｈ
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
唄
う
の
が
、
Ｃ
八
世
南
甫
、
Ｄ
四
世
小
三
郎
、
Ｆ
三
世

庄
三
郎
、
十
四
世
六
左
衛
門
で
、
Ｈ
Ｌ
の
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
唄
う
の
が
、
Ｅ
四
世

和
風
、
Ｇ
九
世
伊
四
郎
で
あ
る
。
表
間
で
歌
い
だ
す
Ｅ
の
和
風
、
Ｇ
伊
四
郎
は
「
く

る
」
を
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
で
歌
っ
て
お
り
、
Ｈ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
は
っ
き
り
聞
き
取

れ
る
。
一
方
の
小
三
郎
は
表
間
・
裏
間
に
関
わ
ら
ず
「
く
」
が
短
く
「
る
」
を
長
く

伸
ば
し
て
歌
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
結
果
と
し
て
Ｌ
Ｈ
の
Ｈ
を
強
調
し
た
歌
い
方
に

な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　
　
　

六　

お
わ
り
に

　

上
方
で
活
躍
し
た
初
代
中
村
富
十
郎
に
よ
り
初
演
さ
れ
た
《
英
執
着
獅
子
》
は
、

上
方
で
初
代
菊
之
丞
が
上
方
で
踊
っ
た
曲
が
地
歌
《
石
橋
》
に
残
り
、
ま
た
そ
の
影

響
下
で
作
曲
さ
れ
た
後
の
獅
子
物
の
詞
章
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
詞
章
が
共
通
す
る

部
分
の
四
か
所
に
つ
い
て
、
旋
律
と
ア
ク
セ
ン
ト
の
関
係
を
見
た
が
、
初
演
か
ら
変

わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
三
味
線
の
旋
律
に
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
節
切
の
譜
を
収
め
る
『
糸
竹
五
色
貝
』
に
掲
載
さ
れ
た

《
相
生
獅
子
》の
譜
に
も
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。一
方
、

唄
の
旋
律
は
時
代
と
と
も
に
徐
々
に
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
代
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

江
戸
で
初
演
さ
れ
た
《
越
後
獅
子
》
に
つ
い
て
は
、
三
味
線
の
旋
律
も
東
京
ア
ク

セ
ン
ト
を
反
映
す
る
も
の
も
あ
る
。
多
く
の
音
源
を
比
べ
る
と
、
唄
に
京
阪
式
ア
ク

セ
ン
ト
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
金
田
一
氏
の
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
に
拘

泥
し
な
い
歌
い
方
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

長
唄
の
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
の
成
立
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
上
方
で
初
演
さ
れ
た
曲
な

ど
は
、
初
演
当
時
は
、
三
味
線
譜
に
残
る
旋
律
同
様
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
唄
わ

れ
た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
唄
い
方
は
自
由
で
、
享
受
地
で
あ
る
江
戸

東
京
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
で
、旋
律
が
徐
々
に
推
移
を
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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表《英執着獅子》①

表《英執着獅子》②

歌詞 小十郎唄譜 小十郎三味線譜 長唄稀曲譜 糸竹五色貝 東十郎 京（江) 京（日） 大阪 美妙 アク 放 発音 新明解 東（日）
心づくしのな 67764677*17667 777776(7)･7*3*17UUUDUDD UDDDUDD DUDUDDU 4 4 4 4 4 4
此の 6*17667 *176 DU DU DU 0 0 0 0 0 0 0 0
年月をえ 2432323･7 64643･7 UDDDD UDDD DUUUU 3 1 1 2 2 2 2 2 2
いつか *3*1*376 0*3*1･76･7 DUD DUU UDD (2) (2) (2) 1 1 1 1 1 1
思の 6*1*376*17 *3*177*177 UDDDD DUDD DUDD 2 1 2 2 2 2 2 2
晴るやと 2443323･7 4643･7 DUDDD DUDDD UUDD 1 (0) (0) 2 2 2 2 2 2
心 ･6･7･7 1･7･777 UDD UDD DDD 1,2 1 1 2 2 2 2 2 2
ひとつに 674*176 7644*177 UDDDD DUD UUDD (2) 2,1,(0) 2 2 2 2 2 2
あきらめん 3433323 4643234 UDDDD(余るやら） DUUDD 0 0 4 4 4 4 4 3
よしや 36764 (3)*1646 DUD DUD (2) 1 1
世の中 4*1676432323 7*17743 UDUD UUDD 2 2 2 2 2 2 2 2 2

歌詞 小十郎唄譜 小十郎三味線譜 東十郎 京（江) 京（日） 大阪 美妙 アク 放 発音 新明解 東（日）
露 66 56 UU (2) (2) 1 1 1 1 1 1
東雲の 56(7)566 ♭7*266566 DUUUU 2 0 0 0 0 0 0 0 0
草葉に ♭7♭7♭7♭7 *2♭7♭7*2*3*2 UUUDD 1 0 0 0 2 2 2 0,2 0,2
靡く 563 5653* DUD 1 0 0 2 2 2 2 2 2
青柳の 76*16743 *17*1767*16443 UUDDD 0 0 0 0 0 0 0
糸（副詞と掛詞） 44 446糸 DD (0)副詞0 (0)副詞1 (2) 1 1 1 1 1 1
しほらしく 6733233 7*17764332(3) UUDD 3 4,3 3 4 4 4 4 4
二つの 67*1764674 *1777*1766667* DUUU 2,1 2､1､(0) 2 0,2 0 3 3､0
獅子の 423･7 33･756 UUD 1 1 1 1 1 1 1 1
身を ♭7*36 ♭7♭7*3*2*3*2 DU 0 0 0 0 0 0 0 0
なでて 7563 6565367 UUD 1 (0) (0) 2 2 0 2 2 2
頭を 6743東京古 *176437 DUDD 2 1 2,1 0 3 3 3 3 3
うなだれ (5)6767646 767767*17764 UUUDD 3 0 0 ,3 0 0 0 ０ 0,4 0
耳を 2423 64323 DUD 1 1 1 2 2 2 2 2 2
ふせ ･6･7 (3)･7･7 DD 1 (0) (3) 2 2 2 2 2 2
花に 6♭76 *2♭7♭76 DUD 1 1 1 2 2 2 2 2 2
宿 75 56♭7*2 DU (0) (0) (0) 1 1 1 1 1 1
借る 63 63#4 UD 0 0 0 0
浮世の 236♭7 2323563*2♭7♭7DUUU (0) (0) (0),(2),12 0 0 1,0 2,0 2,1,0,
嵐 6563 563*2*3 UDD 0，2 1 1,2 1 1 1 1 1 1
彼方へ *1*1*36763 *4*3*17*3*3*3 DUDD 1，2 1 2,1,(2) 2 1 1,2 2 1,2 1，2
誘ひ 3*367 *4*3*176 DUU 0 (0)，0 0 3,0 0 0 0 0 0
此方へ 6743 *17643♭76 DUDD 2，1 1 2 ,1 2 2 1,2 2 1､古2 1，2
寄りつ 5633 *2♭763233 DUD 0 (0)，0 0 0 0 0 0 0 0
園の *2*3*2*3 *2*3*#4*3*1 DUUU (0) 0 1 1 1 1 1 1 1
胡蝶に 6*1767 *1*3*1767 DUUU 1 1,(3) 1 1 1 1 1 1
戯れ遊ぶ 3477333･7 4467*1776433･74DUUUDUD 0/0, (0) 0/(0) 4/0 3/0
己が 677 67*164 DUU 0 0 0 0 0
友 34 464 UU 2 1 1 0,2 1 1,0 1 1､古2 1, 2
呼ぶ 23･7 3･77(6)2 UD 0 0 0 0 0 0 0 0 0
獅子の #423434 （2）3234 UDD 1 1 1 1 1 1 1 1
駒 7673223 6*7743 UD 0 1 (2 ),0 1 1 0,1 1 1,0 0, 1
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表《英執着獅子》③

表《英執着獅子》④

歌詞 小十郎唄譜 小十郎三味線譜 京（江) 京（日） 大阪 美妙 アク 放 発音 新明解東（日）
時しも 5666 5(6)6♭7*26 1 1 2 2 2 2 2 2
今は 756 6566 (0) (0) 1 1 1 1 1 1
牡丹の ♭7♭7♭7♭7 *2♭7♭7*2*3♭71 1 1 1 1 1 1 1 1
花の 563 656533 1 1 1 2 2 2 2 2 2
咲きや 6*1*1 2*3*17 0 0 0 0 0 0 0
乱れて 6*1674 67*1*17646 2 0 0 3 3 3 3 3 3
散るは *1*1*1 3*1*1 0 0 0 0 0 0 0 0
散るは 676 766 0 0 0 0 0 0 0 0
散り来るは 77443 7646311 0 0 0 0 0 0 0
散るは 6*1*1 ･7*1*1 0 0 0 0 0 0 0 0
散るは 676 766 0 0 0 0 0 0 0 0
散り来るは 77443 76463 0 0
ちりちり (6)7667656 767676♭7 (0) 1 0,1
散りかかる 6♭7566 ♭7♭76(56) 0 0 4 4 3
やうで 6563 ♭7*263 1 1 1
おいとしうて 566♭76♭７ 5656*2♭7♭7
寝られぬ 5666 ♭7665611 0 0 0 0 0 0 0
花 67 *17 1 1 1 2 2 2 2 2 2
見て 767 67*16 (0) (0) (0) 1 1 1 1 1 1
戻ろ 343 4464311 0 0 2 2 2
花 6*3 *17 1 1 1 2 2 2 2 2 2
見て 767 67*16 (0) (0) (0) 1 1 1 1
戻ろ 343 44643 0 0 2 2 2
花には 676*17 6766*2*3#4 1 1 1 2 2 2 2 2 2
憂さをも *16764 *1*36744 (0),0 1 1 1 1 1
打忘れ 442323 64343223*17 2 0,5

歌詞 小十郎唄譜 小十郎三味線譜 長唄稀曲譜 糸竹五色貝 京（江) 京（日） 大阪アク美妙 アク 放 発音 新明解 東（日）
牡丹に 7666 666♭7*2 UUUU UUUU 1 1 1 1 1 1 1 1 1
戯れ 5653 65653 UUUU UUUU 0 0 4 4 0 4 3
獅子の 766 565 UDD UDD 1 1 1 1 1 1 1 1
曲 56 66 DD DD 0 0 0 0,1 0 1 1,0 0
げに 34 ･744 DU DU (0) (0) (0) 1 1 1 1
石橋の 4443 67643 DUDD DUDD 0，3 0 0 0
有様は 67777 *176737 UDDDD UDDDD 3，2 2 2,3 2 0 2 0,2 2,0 2，0
笙歌の *1*3*1*1 *3*#4*3*1*1 UUDD UUDD 1 1
花 67 76 UD 1 1 1 2 2 2 2 2
降り 44 46 DD (0) (0) (0) 1 1 1 1 1 1
簫笛 76４４ 7646
夕日の 4444 746 UDDDD UDDDD 1 1 0 0 0 0 0
雲に 32･7 232 DUD UDD 1 1 1 1 1 1 1 1,2許容 1
聞こゆべき 23333 23233 0 0 0 0 0 0 0 0
目前の 7*1*1*1*1 7*1*3*1*1 0 0 0 0 0 0 0
奇特 243 643･7 0, (0) (3) 0 0 0 0 0 0
あらた *177 676 1,0 1 1 1 1 1 1 1
なり 7767 737
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表
《
越
後
獅
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